
平成２９年度 南アルプス市社会福祉協議会事業報告 

≪総務部門≫  

 １ 会務の運営 

① 会議の開催   

  名  称       内  容 開催回数・日付 

正副会長会議 理事会、評議員会の対応について他    ４回 

理事会 

第１回 平成２８年度事業報告、決算他 

第２回  会長、副会長の選任について他 

第３回 平成２９年度資金収支第１次補正予算他 

第４回 平成３０年度事業計画、予算他 

５月２６日 

６月１５日 

１２月 ８日 

Ｈ３０年 

３月１２日 

評議員会 

第１回 平成２８年度事業報告、決算他 

第２回  平成２９年度資金収支第１次補正予算他 

第３回 平成３０年度事業計画、予算他 

６月１５日 

１２月１９日 

Ｈ３０年 

３月２３日 

監事会 平成２８年度定期監査  ５月１７日 

評議員選任・解任委員会 
第１回 評議員の解任・選任 

第２回 評議員の選任 

 ６月１３日 

６月２２日 

会長からの諮問委員

会 

長期中期計画検討委員会 

経営適正化検討委員会 

６回 

４回 

庁内会議 
会長、副会長、局長、次長、課長、施設長、所長

による全体会議 
１３回 

チーム担当者会議 研修チーム会議 ３回 

職員チーム制会議 課を超えた横断的なチーム編成での会議 ６０回 

苦情解決第三者委員会 平成２８年度の苦情・ヒヤリハット報告会（５４件） １回 

 

② 役員の研修、事業等参加協力  

名  称 開催日 参  加  者 

社会福祉協議会活動全国会議 ６月２８，２９日 理事      １名 

街頭募金（市内各所） １０月 ２日 理事     １６名 

市社会福祉大会 １１月１９日 
理事・監事  １４名 

評議員     ９名 

県社会福祉大会 １１月２１日 
理事・監事   ３名 

評議員     ２名 

職員研修（ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄの実践を振り返る）  ２月１３日 理事・監事   ４名 

県やまなし福祉救援活動フォーラム ３月 ２日 
理事・監事   ２名 

評議員     ３名 

ファンドレイジング研修  ３月１４日 理事・監事   ６名 

 社会福祉協議会受付簿記載の人数であり、個別での参加人数は除く 

 

 

 



③ 会費納入状況 （H30.3.31現在） 

 一般会費 

地  区 
実 世 帯（戸）       
（H29.4.1現在） 

自治会加入世帯
（H29.6.1現在） 

会 員 戸 数   金  額（円） 

八 田 ２，８０８ １，９７０ １，６７０ １，６７０，０００ 

白 根 ７，６７１ ５，５８６ ４，７５９ ４，６３０，６００ 

芦 安 １４２ １４４ １１４ １１４，０００ 

若 草 ４，７０４ ３，００３ ２，６４５ ２，６４５，０００ 

櫛 形 ７，１７１ ５，７７３ ４，５７３ ４，５７１，４００ 

甲 西 ４，８３９ ３，５８０ ２，９８５ ２，９８３，１００ 

合 計 ２７，３３５ ２０，０５６ １６，７４６ １６，６１４，１００ 

 

賛助会費/特別会費納入状況 （H30.3.31現在） 

区 分 会員数 口数   金  額（円） 

賛助会費 ８１名 １６２口 １６２，０００ 

特別会費 ４４団体 ６２口 ３０４，０００ 

合 計   ４６６，０００ 

 

 

④ 職員研修 

実施主体 内   容 研修場所 

全社協 

市町村職員研修 

山梨県社協 

他 

 

・関東ブロック郡市町村社協職員 

合同研究協議会（3） 

・社会福祉協議会活動全国会議(1) 

・雇用管理セミナー（1） 

・年末調整研修(1) 

・市区町村社会福祉協議会管理職員研修(1)  

・社会福祉施設事務（労務、給与）担当者 

 基礎研修(1) 

・社会福祉施設事務（経理）担当者 

基礎研修(1) 

 

 

延べ ９名 

 

埼玉県ソニックシティ 

 

ﾆｯｼｮｰﾎｰﾙ/灘尾ﾎｰﾙ 

甲府市総合市民会館 

応研株式会社東京本社 

ロフォス湘南 

山梨県社会福祉協議会 

 

山梨県社会福祉協議会 

 

 

山梨県警 ・安全運転管理者講習       ３名           櫛形生涯学習ｾﾝﾀｰ他 

 

 

⑤ 内部研修 

研 修 日 内  容 講 師 参加者 

６月２６日 決算報告会  ４０名 

１１月２８日 管理職とは(伝達研修) 成年後見センター所長 １０名 

 １２月１３日 
南アルプス市社協の将来につい

て考える 

武蔵野大学教授 

渡辺裕一氏 
４０名 



 ２月１３日 マネジメントの実践を振り返る 
株式会社川原経営総合セ

ンター 高橋喜彦氏 
３６名  

３月１４日 ファンドレイジング研修 
元山口県社会福祉協議会 

久津摩和弘氏 
１６名 

 

 

⑥ 苦情・事故・ヒヤリハット報告（H30.3.31現在） 

苦情 事故（車両事故含む） ヒヤリハット 合 計 

１５件 ４３件 ８件 ６６件 

 

苦情の内容及び対応・結果の概要（１５件） 

No 
部
署 

内容 対応・解決結果等 

1 

居
宅
支
援 

担当ケアマネが 3月末で変更になった

利用者を支援しているボランティアの方

から、早く後任者に会い関係を繋ぎたい

と前任者に伝えてあったがなんの連絡も

ないとの苦情があった。 

苦情申出者に謝罪し、改めて利用者の

支援の全容を確認する。今後は普段か

らケアマネジメントの全容がわかる記録

をつけ、全容を把握し毎年ケースの概

要をまとめる。 

2 

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー 

わ
か
く
さ 

利用者のご家族から、迎えが遅い、忘

れているのではないかと苦情の電話が

あり、激怒され話を聞いていただけない

状況になってしまった。 

ご家族に謝罪し、CMに連絡。5分ほど

の遅れであったため連絡はしなかった

ことが原因。また週 3回の利用で迎え

時間にばらつきがあるため、早い時間

に統一するなどで対応していく。 

3 

居
宅
支
援 

社協ケアマネが担当する利用者の妻か

ら包括支援センターに「施設に入れた

い」「ケアマネが話を聞いてくれない。代

えて欲しい」との苦情があったことがわ

かる。 

事実確認を行う。担当者会議で妻に資

料がなかった（家族に１部）などで不信

感をもたれた。ケアマネ側の気持ちが

伝えきれない部分もあった。謝罪し、担

当は交代。 

4 

居
宅
支
援 

利用者のご家族から、前任のケアマネ

（他の課に異動）に「担当を代えてほし

い」と苦情があった。 

課長、現任のケアマネと共に謝罪。初

対面から印象が悪く、訪問や利用者と

の面会調整の際の説明も独善的で四

角四面に感じていたことがわかった。担

当を交代する。 

5 

居
宅
支
援 

No.3,4についての結果報告 

①該当ケアマネは振り返りを行った。 

②ケアマネは交代、今後の方針の確定。

③該当ケアマネが支援困難と感じるケー

スへの課内支援（同行等）を行う。 

6 
総
務
課 

サロンの代表者がバスの運行行程表を

提出した。運転手から直接電話があり、

変更したほうが良いことなど強い口調で

言われ、恐ろしかった。運転手を変更し

て欲しい。 

運転手に聞き取り。担当職員から代表

者に連絡、説明し謝罪。運転手の変更

は出来ないことを告げる。実際の運行

は問題なく終わった。今後は下見の徹

底、対応の仕方の見直しを行う。 



7 

地
域
福
祉
課 

食の自立サービス利用者が急な入院で

2日分の配達が不要になり、2日目にご

家族がキャンセルを業者に伝えようと自

宅で待っていたが、業者はチャイムを鳴

らし、玄関先に弁当を置き顔も合せず立

ち去った。 

ご家族から市に「安否確認もせず見守

りになるのか。1日目の弁当もなかっ

た」との苦情。市から社協へ連絡があり

地域福祉課で対応。配達手順の徹底と

社協との連携を再確認する。 

8 
総
務
課 

昨年バスの予約でトラブルがあり、バス

の予約は 2 ヶ月前の前日の朝 8時 30

分から予約を受けると説明を受けたた

め、8時29分に予約の電話をしたら先約

有と言われた。納得がいかない。 

8時 20分～25分の間に他団体から予

約の電話が有り A職員が受けた。苦情

当事者からの電話は B職員が受けた。

予約の方法も徹底されていなかった。

両団体共にバスを手配することとした。 

9 
慈
恵
寮 

近隣の家の方から、納涼祭の時所有す

る土地に関係者と思われる車両が無断

で駐車している。駐車場係（安協）が誘

導していると苦情があった。その場で謝

罪した。 

翌日施設長が謝罪に伺う。これまでも

同様だったが家族が声掛けをして止め

ていた。今回は安協が誘導したと聞き

頭に来た。今後の協力は出来るとのこ

と。 

10 
総
務
課 

H29年 1月に死亡し交代した民生委員

のご主人から「社協に言ってあるのにそ

の後も通知が来る。どうなっているのか」

と地元の避難訓練の際副市長に訴えが

あった。 

副市長から社協に連絡あり。職員がき

いていたがフォルダの名簿に反映され

ていなかった。次長、総務課長が訪問

し謝罪する。今後は福祉総合相談課か

ら連絡をもらえることになった。 

11 
慈
恵
寮 

苦情申出人が来所、オレンジの社協の

服を着た職員が慈恵寮南側フェンスを

越え外に出るのを見た。これまでにも何

回か見ている。職員の行動としてふさわ

しくないのでなおしてほしい。 

施設長が受付、謝罪。当日勤務の職員

に心当たりがあり何度かしているとのこ

と。寮内の池の水の側溝入口が詰まる

と最短距離と思いしてしまった。今後し

ないよう指導する。 

12 
総
務
課 

メール便配達の方から、総務課に、若草

健康センターの右側のポストの入り口が

ふさがれていて宛名によって配達に困る

時がある。以前にも伝えてある。と意見

がある。 

謝罪し、以前のご意見時、デイの方の

ポストで受け取ると確認した、再度徹底

することを伝える。右側のポストは４月

から工事があることもあり開けないこと

を確認する。 

13 

地
域
福
祉
課 

通所Ｅ利用者の家族から、利用中支援

員から手を出されたり不公平な扱いをさ

れている。また脳トレばかりでなく他の活

動もして欲しいと社協あてにメールが寄

せられる。 

支援員の指導、実施内容の改善、今後

の利用時に支障がないようにとの要望

あり。支援員への聞取りをし、利用者に

はそのような気持ちにさせてしまった謝

罪を行う。 

14 
総
務
課 

市総務部へ、2/7に石和マルハン駐車

場に市のバスが普通車スペースを占領

して停まっていたとの匿名の電話があっ

た。市から社協へ問合せあり。 

当日の運行予定は小瀬であったが、運

転手に確認。該当することが判明した。

昼食時該当店舗で停車してしまった。

運転手、委託先へ注意、市へ報告し

た。 

15 
総
務
課 

一般の方から電話での苦情。社協の名

を付けた車がコンビニからすごい勢いで

出てきて運転も荒い。職員にどういう指

導をしているのか。貸出車だとしても社

協が指導するべきだ。 

謝罪する。ナンバーから車いす車両で

一般の方へ貸出中であることがわか

る。返却の際貸出者から事情を聞くと心

当たりがあり謝罪していただく。今後一

般の方の運転マナーの啓発を検討す

る。 



 

 

⑦ 福祉バス運行事業（補助金） 

 運行回数（温泉） 乗車人数（温泉） 

櫛形福祉バス １２８（ ４９） １，８５３    （３４８） 

若草福祉バス １９７（１３２） １，６５０   （３７８） 

計 ３２５（１８１） ３，５０３   （７２６）   

  

⑧ 広報活動（会費・共同募金） 
・社協だより発行  年２回 （７月１日・２月１日）   総配布 ２０，５８１部  

・ボランティアじょうほう「手をつなごう」毎月１日発行 総配布 ２０，４００部 

・ホームページ設置   ホームページアドレス（http://www.minami-alpsshakyo.or.jp） 

・フェイスブック  １０月開設 掲載記事 ５４    いいね数 ３９８ 

・マスコットキャラクター「しゃきょん」・桃源郷マラソン 

・甲西ふるさと祭り・野牛島地区文化祭 

 

⑨ 福祉大会の開催（会費・共同募金）  
・日時 平成２９年１１月１９日（日） 櫛形生涯学習センター  

参加者３００名 

   ・内容 表 彰 民間社会福祉施設、団体役職員功労表彰  ９名 

社会福祉活動功労           １団体 

介護功労             １名 

金品寄附・労力提供           ２団体 

福祉ポスター入賞者  １２名  金婚祝い贈呈 ４４組 

講 演 『橘組長の闘病 －ホスピス桃源にてー』 南アルプス桃源座 

 

                

２ 指定管理施設及び管理施設の管理・経営  

施 設 名 
利 用 人 数 

会議室貸出等 通所Ｅ 合 計 

白根げんき館（指定管理） ３，０５６ １，６２８ ４，６８４ 

甲西保健福祉センター 

（指定管理） 
１１，７２６ １，５７７ １３，３０３ 

若草健康センター 

（補助金） 
３７，４９９ ０ ３７，４９９ 

 

≪事業部門≫ 

１ 地域福祉活動の推進  

 地域に暮らす人達が主体となり、住み慣れた地域でいつまでも安心して暮らせる仕組みをつく

るための「生活支援体制整備協議体」への取り組みを進めている。２９年度中には旧町村ごとに

小学校区単位で 1地区の設置を目指していたが、目標を上回り１０地区での設置が進んでいる。

また、２７年度から継続して開催している、住民一人ひとりが自分事として捉える視点や、気づ

きの視点を養うための「ふくし勉強会」は、若いうちから「ふくし」への関心を持てる様、従来

http://www.minami-alpsshakyo.or.jp/


の対象者に加え中、高、大学生にも学校を通して参加を呼びかけた。世代を超えた意見交換によ

り、それぞれの世代の考えを知ったうえで、自分には何が出来るのか、自分たちの世代は何をす

るべきなのかという考えにもつながった。 

 ２９年度の新たな取り組みとして、２０５０年問題等社会的にも大きな課題となっている超高

齢化社会に向けて、定年後の方を中心にした「社会参加セミナー」を開催した。これは、第２の

人生も役割を持ち生き生きと過ごすためのきっかけとして継続的に開催する予定である。 

 

① 職員の質の向上   

研 修 日 内   容 参加者 

５月２７日～１月１４

日（９日） 
社会福祉士基礎研修（県社会福祉士会） １名 

７月２５日～２６日 
地域共生社会実現にむけた福祉教育の実践（全社

協） 
２名 

９月４日～５日 
災害ボランティアセンター運営者研修（全社協、茨

城県社協、日立市社協） 
２名 

９月７日 キャリアパス研修 モチベーションアップ ２名 

９月１０日・２５日 

１０月１日・１５日 
防災士フォローアップ研修（山梨県） １名 

９月２２日 
生活支援コーディネーター養成・スキルアップ研修

会（山梨県長寿推進課） 
２名 

９月２６日 
生活支援コーディネーター勉強会（さわやか福祉財

団） 
２名 

１０月３０日 さわやか財団全国交流フォーラム（さわやか財団） ３名 

１１月１日～２９日（４

日） 
甲斐の国・防災リーダー養成講座（山梨県） １名 

１１月８日、１２月６日 社協活動基盤強化・実践研修会（県社協） ５名 

１１月２２日 
福祉従事者のための権利擁護制度（成年後見センタ

ー） 
１名 

１２月９日 

やまなしボランティア・絆フォーラム２０１７ 

日本地域福祉学会関東甲信越静部会研究集会「民間

非営利セクターの中間支援にシン（真・新・信・深）

に求められることは何か」 

７名 

１月１４日 

生活支援体制整備事業推進セミナー（全国コミュニ

ティライフサポートセンター、ご近所福祉クリエイ

ション） 

３名 

３月１６日 
生活支援コーディネーター養成・スキルアップ研修

会（山梨県） 
３名 

 

② 各関係機関の依頼による講師 

 

    ●防災講話  自治会、学校、サロンなどへ防災講話を実施 

実施回数    ３１回 延べ参加者数   ２，３２０名 

    ●ボランティアについて 各種団体へ説明 

実施回数     ６回 延べ参加人数     １０８名 

     



●サロン説明 各種団体へ説明 

実施回数     ２回 延べ参加人数      ２５名 

●ふくし教育の実施 市内小中学校 

実施校    １７校 延べ実施数    ７１クラス 

 

③ 相談援助実習生受入  

学 校 名 受け入れ期間 人 数 

山梨県立大学【３年】 ８月１４日～９月１４日 ２名 

山梨県立大学【２年】 １０月３日・１７日・２４日・３１日 ６４名 

健康科学大学【３年】 １月２４日～２月２２日 ２名 

健康科学大学【２年】 ９月２８日 ２０名 

計     ８８名 

 

④ ふれあい生き生きサロン（会費・共同募金） 
サロン助成金対象 ５９サロン      

研修会の開催  ２回 １００名 

  

●高齢者サロン  

開催箇所数   ５０箇所 

開催回数 １，０１５回 

参加者延べ人数 １５，５２０名 

●子育てサロン 

開催箇所数        １箇所 

開催回数 １３回 

参加者延べ人数 ２４５名 

●障がい者サロン 

開催箇所数      ２箇所 

開催回数 ２４回 

参加者延べ人数 ３８１名 

 

⑤ 福祉運動会（会費・共同募金） 

地  区  開 催 日 会    場 参加者数 

八田地区 １０月１４日 すぱーく八田 ２７０名 

白根地区 １０月１８日 すぱーく白根 ４２０名 

芦安地区 ９月１８日 芦安小学校校庭 
雨天のため小学校 

のみの運動会 

若草地区 １０月２３日 若草体育館 ２５０名 

甲西地区 １０月２１日 甲西体育センター ２６０名 

合  計 １，２００名 



 

 

⑥ 生活支援体制整備協議体（ふくし小委員会・井戸端会議）（会費・共同募金） 
住み慣れた地域に住み続けるために地域の課題を地域住民で解決する仕組みを考える場 

地  区  開 催 日 

八田地区（八田ふれ

あいプロジェクト） 

４月１９日、５月１１日・１８日、６月１１日、７月３日、１０

月５日・２５日・３０日、１２月１４日、３月６日・１０日 

八田地区協議体 

７月２９日、８月１８日、９月２２日、１０月２５日、 

１１月２４日、１２月１８日、１月２６日、２月２１日、 

３月２１日 

白根東地区協議体 
５月３１日、７月２６日、９月２６日、１１月２２日、 

１月２４日、３月２８日  

白根源地区協議体 １２月１１日、２月２３日 

白根飯野地区協議体 １月２７日、２月７日、３月８日・９日 

若草北地区 

（小委員会） 

４月２６日、５月１６日、６月１５日、７月５日、７月２４日、

１０月６日、１１月９日、１２月１８日、１月１２日、 

２月１４日、３月６日・１４日 

ＳＣわかなん 

（若草南協議体） 

５月１日・３０日、６月２７日、７月１４日、８月２９日、 

９月１９日、１０月３１日、１１月２８日、１２月２６日、 

１月３０日、２月２７日、３月６日・２７日 

櫛形西地区協議体 
５月２４日、６月２１日、７月２８日、９月１５日、 

１０月２４日、１１月２１日、２月８日、３月２８日 

櫛形北地区協議体 １２月８日、１月３０日、３月２９日 

櫛形曲輪田地区 

（井戸端） 

５月２０日、６月１７日、７月１５日、８月１９日、９月１６日、

１０月２８日、１１月２５日、１月２０日、２月１７日、 

３月１７日 

櫛形下町地区 

（井戸端） 

４月７日、５月２３日・２９日、６月５日、７月１３日、 

８月２２日 

芦安地区協議体 
８月１０日、９月１９日・２４日、１０月２６日、１１月２０日、

１月１７日、２月６日、３月２２日 

おちえ～ささえ愛

応援団（甲西落合地

区協議体） 

９月１０日、１０月２３日、１１月２０日、１２月１８日、 

１月２９日、２月２６日、３月２６日 

 

 

２ 在宅福祉活動の推進 
 

① 社協独自事業  
●おやつサービス（会費）  

     ８０歳以上のひとり暮らし高齢者等に手づくりおやつを配食し安否確認  

実施回数   ８２回 延べ利用人数    ７，８５８名 

 

●通院サービス（補助金）  

６５歳以上の一人暮らし高齢者等で通院手段のない方（非課税世帯）  

登録者数   ５２名 延べ利用人数     ８３２名 



 

 

●福祉機器等貸し出し事業（会費）  
・車椅子車両        ３５１件   

・車椅子           ８４件 

・自治会への車両貸出し事業  １１回 

  ・高齢者疑似体験セット     ５件 

  

●ふくし生活支援サービス（会費）   

サポーター数 ６９名 サービス提供回数    １６２回 

 

 

② 介護福祉課委託事業   
 

●通所型サービスＥ事業（介護認定を受けていない６５歳以上の方） 

 実人数 延べ利用人数 備 考 

八田地区  ２０人 ７６１人 １ 箇所 

白根地区 ４３人 １，６２６人 １ 箇所 

芦安地区 ５人 １９１人 １ 箇所 

若草地区 ３８人 ２，４３８人 ４ 箇所 

甲西地区 ４０人 １，５７７人 １ 箇所 

計 １４６人 ６，５９３人 ８ 箇所 

 

●食の自立支援事業（おおむね６５歳以上の虚弱一人暮らし高齢者）  

実人数 延べ利用食数 備   考 

  １００名       １３，３６２食 ３６５日対応 

 

●芦安通院サービス事業（おおむね６５歳以上で通院手段の無い方）  

登録者数 １８名 延べ利用人数 ２１２名 

 

●生きがいと健康づくり講座   

    講座名 回数 延べ参加者数 

絵手紙教室 森教室  １０回 ８２名 

絵手紙教室 青柳教室  １１回 １３０名 

民踊教室  １０回 １９３名 

カラオケ教室  １１回 ５７名 

フラダンス教室  １２回    ３８８名 

健康料理教室  １１回 ３０３名 

らくらくヨガ １０回  ５４名 

高齢者地域元気健康体操教室 １１回 １４１名 

合計 ７講座・８教室 ８６回 １，３４８名 

 



 

 

●介護支援ボランティア・ポイント制度事業 

  

登録者数 １４８名 延べ活動回数 １，５０６回 

活動受入施設 ４２ヵ所 在宅支援数 １４名 

ポイント活用申請者数 ５５名 合計ポイント数 ２，３５４ 

 

開催日 研修内容 参加者数 

５月１２日、６月１９日、 

１１月２９日 
養成研修 ５５名  

 

 

３ 援護対策事業（補助等）  
   ●利子補給事業(補助) 

生活福祉資金利子補給事業              ０件 

居室整備資金利子補給事業               ０件 

    ●社会福祉金庫貸付事業 

    貸付合計     ４６件   ４，４６８，０００円 

新規貸付       ７件     ５１０，０００円 

２９年度償還   １９件     ７２１，５００円 

償還完了      ９件  

      徴収不能処理    ２件     １１５，０００円       

      貸付残額           ２，３９７，５９５円 

●生活福祉資金貸付事業             

新規貸付      ０件 

●居室整備資金貸付事業   ０件 

 

４ ふくし相談支援センター（委託） 

 コミュニティソーシャルワーカー（ＣＳＷ）は、生活のしづらさを抱えている一人ひとりに

寄り添うきめ細かな相談支援を行い、相談者を必要な支援に繋いだり、住民や関係機関と連携し

て個別や地域の課題を解決し、住みやすい地域をつくるための活動を行う。 

① 相談件数  実 ４１８人（新規２０１人） 延べ ８，１４９件  

相談支援内容 延件数 連携機関 延件数 

金銭問題 ４８６ 本人 ３，３２３ 

住居問題 １４５ 同居家族 ３０１ 

生活問題 ６，２６５ 別居家族 ２９７ 

法律問題 ０ 地域住民・知人 ３６４ 

家庭・環境問題 １７０ 民生委員 ６７８ 

健康問題 ３８７ 医療機関 ３１４ 

労働問題 １ 警察・保健所 ５６ 

教育問題 １１ 学校・保育所等 １０ 

就労問題 ２４ 福祉総合相談課（生活保護） ２７１ 



介護問題 ２７４ 福祉総合相談課（相談支援） １９２ 

その他 ３８６ 地域包括支援センター ６１５ 

新規相談経路 実人数 社会福祉協議会内 ６４３ 

本人 ３８ ケアマネジャー ２７３ 

家族 １６ 障害者相談支援センター ８８ 

地域住民・知人 １３ 障害者計画相談 ５９ 

民生児童委員 ５７ サービス提供事業所(高・障) ６６ 

警察・保健所 ２ 就労準備支援事業所    １ 

福祉総合相談課 １０ 企業／ＮＰＯ １９５ 

地域包括支援センター ３０ ハローワーク ４ 

ケアマネジャー・事業所 ６ その他 ３９７ 

障害者計画相談 ３   

企業・ＮＰＯ １   

社会福祉協議会内 １４   

その他 １１   

    

 

② 職員の質の向上 

研 修 日 内 容 参加者数 

４月２６日 
子どもの貧困を考える研修会（山梨県社会教育

課） 
２名 

５月２７日～１月１４

日（９日間） 
社会福祉士基礎研修Ⅱ（山梨県社会福祉士会） １名 

９月６日 相談援助技術研修会（県社協） １名 

９月２１日～２２日 
地域生活支援ワーカー（地域福祉コーディネー

ター）リーダー研修会（全社協） 
３名 

１０月１２日 
認知症キャラバンメイト養成講座（介護実習普

及センター） 
４名 

１０月２４日 
生活困窮者自立支援事業「制度普及研修会」（県

社協） 
２名 

１１月２５日～２６日 
コミュニティに強いソーシャルワーカーを養

成する研修（日本ＳＷ教育学校連盟） 
２名 

１２月９日 
地域共生社会を見すえた、包括的な相談支援研

修 
５名 

１月２４日 
シニア世代就労セミナー（やまなしシニア世代

就労推進協議会） 
３名 

１月２６日 
罪を犯した人への地域支援実務研修（山梨県地

域生活定着支援センター） 
２名 

１月２６日 権利擁護を学ぶ研修会 ３名 

１月３０日 
中北地域セーフティーネット連絡会議（山梨県

中北保健所） 
１名 

２月１７日 
地域ささえ愛セミナー２０１８（南アルプス市

福祉総合相談課） 
５名 



３月１９日 
中北管内認知症地域連絡会（中北保健福祉事務

所） 
１名 

３月２３日 

障害者相談支援スキルアップ研修会２０１８ 

野中式に学ぶ本人中心の相談支援（障害者自立

支援協議会） 

５名 

第２、４火曜日 

内部研修（貸付制度、成年後見制度、日常自立

支援制度、アセスメントの深め方、住民との協

働の方法、２９年度課題整理） 

 

通年 １回/週 ケース共有、事例検討  

 

 

③ 啓発活動 

日 程 内 容 啓発活動を行った機関 

６月 
ふくし相談支援センターのチ

ラシ設置拡大 

金融機関、スーパー、警察署、

遊技場、コンビニ、農協、郵

便局、病院、小売店、美容室、

温泉、学童、市役所 他  

計１５４箇所 

第３火曜日 出張ふくし相談会 
民生委員、自治会、市広報、

回覧板で地域住民 

７月３０日、１２月

１６日、２月１８日 
ふくし勉強会２０１７ 民生委員、自治会、一般市民 

 

５ ボランティア事業（会費・共同募金）  
社協が活動費を助成しているボランティア団体４０団体 

内訳（２０，０００円３８団体 １０，０００円２団体） 

 

① ボランティア事業   

開催日 回数等 事業名 
延べ参加者

数 

８月１日、２日 夏休みボランティアスクール １７名 

９月１６日 ボランティア交流会 １４１名 

８月２２日、２月２０日 サロンボランティア研修  １００団体 

３月１９日 社会参加セミナー ８２名 

毎月１回（第３水） 男性ボランティア定例会 １２０名 

毎月１回（第２火） 女性ボランティア定例会 ６０名 

毎月１回（第３木） 話し相手ボランティア定例会 ９６名 

ゴミ拾い６回 花植え３回 花植えゴミ拾いボランティア活動 ７５名 

随時 福祉ボランティア活動 ５６名 

 

 



② 福祉ポスターの募集（会費・共同募金）  
応募数  ８２１点 

最優秀賞１点・優秀賞３点・佳作７点・審査員特別賞２点 福祉大会において表彰 

 

③ 防災ボランティア育成・啓発活動   

開催日 事業名 
延べ参加

者数 

５月１５日 災害・防災ボランティア地区連絡会全体会 ４３名 

８月１日～２日 夏休み防災ボランティアスクール ７名 

８月２５日 災害防災ボランティア養成講座 ６７名 

１１月１１日 藤田地区避難所､災害ボランティアセンター訓練 ３０名 

１２月２日 防災講演会 １００名 

１２月３日 災害ボランティアセンター設置運営講座 １０１名 

３月１１日 防災ボランティア意識啓発活動 ２０名 

 

 

６ 各種団体等との連携  

  
① 市老人クラブ連合会事務局 

・正副会長会議 ４回   理事会 ４回   

市老人クラブ連合会事業 

・ゲートボール大会・グランドゴルフ大会・囲碁大会・講演会・高齢者作品展・理事

交流会・単位クラブリーダー研修会 

 

② 山梨県共同募金会南アルプス市支会事務局   

●配分金事業 

事   業   名 事 業 内 容 配分額（円） 

地域社会福祉事業（A4） 

福祉ポスターの募集 

学校での福祉教育 
７６８，０００ 

地域福祉活動計画評価事業 １００，０００ 

あったかサービス事業

（A6） 
ふれあい生き生きサロン助成事業 ９００，０００ 

地域における防災・減災

のまちづくり事業（A7） 
地域への防災・減災の啓発活動など ３００，０００ 

みんなで地域をよくす

る事業（A7） 

一次相談事業・ふくし小委員会・地域

福祉活動団体助成 
３００，０００ 

市町村社協地域福祉活

動事業（B1） 

ボランティアだより発行 ２，５００，０００ 

福祉運動会開催事業 ７６２，０００ 

小地域福祉活動事業

（B2） 
ふれあい広場助成事業 ６００，０００ 



地域福祉活動団体推進

（B3） 
ボランティア団体育成事業 ６５０，０００ 

歳末たすけあい事業（C） 学用品支援事業 １００，０００ 

計  ６，９８０，０００ 

 

●街頭募金活動 

    １０月２日（月） 社協理事・ボランティア・福祉施設・職員により市内８ヵ所に 

おいて実施 

 

 

７ 成年後見センター 
 

判断能力は低下しているが契約能力のある方が対象となる「日常生活自立支援事業」と本人

に代わって契約行為や財産管理を行う「成年後見」を行っている。また権利擁護に対して研修

や啓発活動を行うなか、成年後見市民講座の研修を修了した市民生活支援員も平成２９年度に

は３名加わり９名が活動している。そのうち１名は市民後見人の活動を予定している。市民の

関心は高まっているが、潜在的ニーズの発見やつなぎには今後も研修や啓発活動が必要である。 

 
① 後見センター委員会関係 

委員会名 回 数 備 考 

成年後見センター運営委員会 

（日常生活自立支援事業推進委員

会兼ねる） 

３回 
センターの事業内容等方向性につ

いて検討 

後見業務検討委員会 ３回 
後見受任の可否・支援内容等の検

討 

 

② 人材育成 

内 容 日 程 備考 

日常生活自立支援事業生活支

援同行訪問 

６日間 

 
２９年度講座受講者 

成年後見市民講座 

 

 

８月 ２日 

８月 ９日 

８月２３日 

８月３０日 

９月 ６日 

成年後見制度・日常生活自立

支援事業について 

参加者希望者２１名 

同行実習者６名 

    市民生活支援員９名  担当人数 後見１名 日常生活自立支援事業１８名 

 

③ 日常生活自立支援事業契約件数推移（福祉サービス利用援助事業・県委託事業） 

平成２９年度新規契約件数 １２件 
認知９ 知的１ 精神２ 

その他０ 

平成２９年度終了件数     １２件 
認知８ 知的１ 精神２  

その他１ 

契約件数 ８０件 
認知２７ 知的２８ 

精神２２ その他３ 



延べ相談支援回数 ７，０１７回 担当者会議含む 

 

 

④  法人後見関係受任件数推移 

平成２９年度新規受任件数 ６件 後見５ 保佐０ 補助１ 

平成２９年度終了件数（死亡） １件 後見１ 

受任件数 １５件 後見１２ 保佐２ 補助１ 

延べ相談支援回数 ５８４回 担当者会議含む 

 

 

⑤  センター相談受付状況  

平成２９年度新規相談件数 ７２件  

延べ相談支援回数 ３０７回 担当者会議含む 

後見相談会 ５件 
 

 

 

⑥  職員の資質向上（研修・啓発活動） 

内  容 日 程 場所・主催者等 

生活支援員学習会【講師】 4月 18日 
社協本所・成年後見センタ

ー 

権利擁護人材育成事業オリエンテ

ーション【講師】 
5月 9日 市役所 

ふくし相談支援センター学習会【講

師】 
6月 13日 社協本所・地域福祉課 

日常生活自立支援事業専門員会議

【参加】 
6月 30日 県社協 

家庭裁判所連絡会議【参加】 7月 10日 家庭裁判所 

社協関東ブロック研究協議会【参

加】 
7月 13,14日 埼玉県社協 

日常生活自立支援事業 専門員実

践力強化研修Ⅰ【参加】 
7月 18,19日 全社協 

あゆみの家事例検討会【講師】 7月 25日 あゆみの家 

ふくし勉強会【講師】 7月 30日 
生涯学習センター・地域福

祉課 

地域福祉計画評価委員会【参加】 8月 3日 市役所 

地域福祉活動計画評価委員会【参

加】 
8月 30日 社協本所 

県立大学社会福祉士実習指導【講

師】 

8月 14日～ 

 9月 14日 
社協本所他 

生活支援員研修会（1日目）【参加】 8月 21日 県社協 

生活支援員研修会（２日目）【参加】 8月 25日 県社協 

韮崎市包括支援センター・韮崎市社

協視察研修受入【講師】 
9月 4日 社協本所 

富士川町包括支援センター・富士川

町社協視察受入【講師】 
9月 24日 社協本所 



県立大学グループ実習【講師】 
10月 16日 

  他 4日 
社協本所他 

日常生活自立支援事業運営適正化

委員会【参加】 
10月 4日 県社協 

市区町村社会福祉協議会管理職員

研修【参加】 

10月 15日～  

17日 
全社協 

公証役場視察研修【参加】 10月 30日 
公証役場・成年後見センタ

ー 

若草民児協研修会【講師】 11月 28日 民生児童委員 

関ブロ社協職員研究大会実行委員

会【参加】 
11月 30日 県内社協職員（実行委員） 

社協職員研修会【参加】 12月 13日 南アルプス市社協職員 

コスモス成年後見サポートセンタ

ー視察研修【講師】 
12月 13日 コスモス会員 

関ブロ社協職員研究大会実行委員

会【参加】 
12月 21日 県内社協職員（実行委員） 

県立大学実習報告会【参加】 1月 16日 県立大生・社協実習指導者 

関ブロ社協職員研究大会実行委員

会【参加】 
1月 30日 県内社協職員（実行委員） 

地域福祉計画施策推進会議【参加】 2月 2日 
地域福祉計画策定作業部

会参加者 

生活支援センタークローバー事例

検討会【講師】 
2月 13日 計画相談 

社協職員研修会【参加】 2月 13日 南アルプス市社協職員 

権利擁護・虐待防止セミナー【参加】 2月 13日 社協職員（全国） 

関ブロ社協職員研究大会実行委員

会【参加】 
2月 27日 県内社協職員（実行委員） 

関ブロ社協職員研究大会実行委員

会【参加】 
3月 19日 県内社協職員（実行委員） 

現任生活支援員学習会【講師】 3月 27日 社協本所 

 

 

８ 地域交流拠点事業(しゃきょんの家下町) 

 
① 来所者数 

種 別 延人数（団体数） 備 考 

視察団体 １団体 延べ団体数（県立大 4回） 

昼食提供者  ２９名 延べ人数 

来所者数 １，３００名 （デイ利用者は除く） 

学生実習受け入れ ６９名 
白根巨摩中 １名 

社会福祉士実習  ６８名 

 

② 拠点貸出 

内 容 貸出回数 備 考 

囲碁クラブ ２０回 延べ  １５９名参加 

 



③ 学習会・体験・講演会（イベント） 

事 業 名 開催回数 延参加人数 備 考 

映画鑑賞 ９回  ６６人  

笑いヨガ・ゆる体操・体操教室 等 ６４回 ５９９人  

音楽関係講座  ６７回 ５００人  

教養講座  ３２回  ４４５人 
歴史、調理、絵画、

雑学、手芸等 

 

④ 地域との連携 

会 議 名 開催日 参加者数 備 考 

地域福祉会議 ８月２２日 
 

１０人 

民生委員、町内会

長、病院、老人ク

ラブ、社協関係者 

下町世代間交流実行委員

会 

４月 ７日 

５月２３日 

６月 ３日 

６月 ５日 

１０月２５日 

１１月 ３日 

１１月 ４日 

１１月１３日 

延べ９０人 

 

民生委員、愛育会

役員、健康増進課、

サロン代表、市生

活支援ＣＤ、社協、

イベント参加者 

地域イベント 
６月 ３日 

11月 ４日 

 

延べ１００人 

花めぐり 

ハロウィン 

 

 

 

９ 養護老人ホーム慈恵寮の運営（指定管理） 

 
平成２９年度も、入所者減の中で入所者の生活の質を下げずに、行事の検討等経費削減に職員

一同が取り組んできた。県下の養護老人ホームは全て定員割れの中、どこも経営的に厳しい状況

下にある。昨年度は、廃園となる施設や縮小した施設もあったが、南アルプス市でも、平成２９

年１１月から「慈恵寮のあり方検討会」が開催され、今後の慈恵寮の方向性を検討中である。 

施設の老朽化、入所者の減少、要介護状態や精神疾患等の入所者の増加など、支援の面におい

て課題もあるが、入所者の安定した生活を第一に考え、老人福祉施策の一端を担う役割を認識し

ながら、慈恵寮の今後について市と連携しながら進めていきたい。 

 

 

①  現況 （平成３０年 ３月３１日現在）入所者数  ２９名（５０名定員） 
・月別入所者数（Ｈ２９.４～Ｈ３０.３の毎月１日現在） 

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 

３５名 ３４名 ３４名 ３４名 ３４名 ３４名 ３４名 ３４名 ３４名 ３４名 ３３名 ３１名 

 

・職員数  １３名  施設長１  施設運営係 係長兼生活相談員１  

 生活相談員１ 支援係 係長１ 栄養士兼支援員１   

看護師２  支援員５  洗濯業務 １ 

・学生実習受け入れ   ３名（７月白根高校インターンシップ１名・９月県立大２名） 

 



・職員研修 

研 修 日 内   容 参加者 

４月２４日 施設従事者のための虐待について（寮内） １０名 

５月 １日 救急救命講習会（職員・入所者・厨房・宿直対象） ３７名 

５月１５日 感染症対策委員会（寮内） ６名 

６月２９日 熱中症について １１名 

７月 ４日 「地域におけるプランディング戦略を学ぶ」 １名 

８月２５日 事故防止委員会～危険個所の確認～(寮内) ６名 

８月２３日 救急救命講習(社内) １名 

９月１３日 「精神障がいへの理解を進める会」 １名 

９月２９日 現場ですぐに使えるレクリエーション研修 １名 

１１月 ９日 虐待防止・権利擁護基礎研修 １名 

１１月２０日 事故防止委員会～転倒・入浴時・誤嚥等～（寮内） ６名 

１１月２０日 感染症対策委員会 ７名 

１１月２７日 介護記録の書き方（応用編）研修 １名 

１２月 ８日 高齢者権利擁護等事例等報告検討会 １名 

１２月１３日 「南アルプス市社協の将来について考える」 ３名 

 

・意見箱への投書 １回 

 

②   主な実施行事 

月 日 事業内容 月 日 事業内容 

 

４月 ６日 

１２日 

１９日 

 

お花見(天候不順のため寮内) 

寮内買い物レク 

読み聞かせボランティア来寮 

 

１０月７日 

７～９日 

２０日 

２４日 

２５日 

３１日 

 

 

 

櫛形地区文化祭作品搬入 

文化祭出展 

期日前投票 

交流運動会（柿平いきいきクラ

ブ・中央保育所・近隣住民） 

炊き出し訓練(ほうとう) 

５月  １日 

   １０日 

１９日 

３０日 

３１日 

救急救命講習会 

さつま芋の苗付け 

ＴＤＫバラ見学 

ＢＢＱ（天候不順のため寮内） 

春の花植え 

 

６月 ８日 

６月１４日 

１５日 

２５日 

 

３０日 

  

  

 

体協舞踊部の慰問 

春レク さくらんぼ狩り 

（2日間） 

柿平第２町内会との合同練習 

      （雨天のため中止） 

七夕飾り 

 

１１月４日 

   ５日  

１４日 

１５日 

２４日 

２８日 

 

２９日 

 

 

柿平子供クラブと落ち葉掃き 

キャンディーステーション実施 

本の読み聞かせ 

愁柳会慰問（カラオケ・舞踊） 

小笠原小学校４年生交流事業① 

秋レク（紅葉めぐり、オーチャー

ドにて食事、買物） 

インフルエンザ予防接種 

 

 

７月２０日     

 

 

   ２２日 

   ２８日

３０日 

 

納涼盆踊り大会 

（柿平子どもクラブボランティア

で参加・地域住民協力、参加） 

鯛の貼り絵作り 

おやつ作り（たこやき） 

櫛形荘納涼会参加 

 

１２月 ７日          

９日 

１２日 

１４日 

１５日 

   ２１日 

 

あなたの希望叶えます 

クリスマスツリー飾り付け 

防災訓練実施（火災想定） 

居室大掃除 

小笠原小学校４年生交流事業② 

誕生会・忘年会 



８月１３日 

１３日   

１４日   

２２日 

２３日 

２４日 

 

棚経・お盆迎え火 

柿平盆踊りへ参加 

手作りおやつ(かき氷) 

本の読み聞かせ 

厚生連一斉検診（１回目） 

防災講話(寮内) 

１月１２日 

 

２０日 

２６日 

   

柿平地区のどんど焼き 

（団子作り） 

リトルシニア落ち葉掃きボラ 

新年会（夢ロマン） 

９月１５日 

１９日 

２０日 

２０日 

２５日 

市長市内最高齢者慶祝訪問 

ぶどう狩り（原田農園） 

内科一斉検診 

夜間避難訓練 

生け花ボランティア来寮 

 

 

２月 ２日 

 

節分豆まき 

集団感染により行事中止 

 

３月 ７日  

１４日 

１６日 

２７日 

２８日 

おやつバイキング 

内科一斉検診 

厚生連一斉検診（２回目） 

歯科一斉検診 

お花見ドライブ 

 

※ 誕生会は毎月末におやつ時実施 １２月は忘年会と誕生会を共に開催 

※ 毎月講師指導のもとクラブ活動を実施（音楽・書道・華道・ゆる体操・健康体操・舞踊） 

 

 

 

≪介護保険部門≫  
 

１ 居宅介護支援事業（ケアマネジメント） 

介護認定を受けている利用者の個々の状況に合わせて、利用者主体の居宅介護計画（ケアプラ

ン）作成に取り組んできた。地域で暮らすという視点でケアマネジメントを行っており、介護 

サービスの他に地域支援者や多職種との連携を強化している。２９年度は介護支援専門員５名体

制で、特定事業所加算Ⅱを取得し、件数管理を行うことで経営面の安定に努めてきた。主任介護

支援専門員は３名配置することが出来、山梨県からの依頼で介護支援専門員実務研修の演習助手

や実習受入協力事業所となり、地域の介護支援専門員の支援をする役目も担っている。事業所で

行うケアマネジメントは支援困難な状況や複雑な背景に置かれているケースも多いが、日々の事

例の検討・検証により研鑽を積み、個別の課題解決が地域の課題解決につながるよう地域包括ケ

アにむけて進めている。 

 

新規依頼の相談(年間) ６６件  うち支援開始３０件 
カンファレンス・担当者会議 ２５９件 

 

① 介護保険  

介護度 年間利用者数    
(延べ)     

月平均件数 

小数四捨五入 
要介護１    ７０３     ５９ 

要介護２    ６１２     ５１ 

要介護３    ４７７     ４０ 

要介護４    ２７９     ２３ 

要介護５    １５７     １３ 

合  計 ２，２２８    １８６ 
    中重度者(介護３～５)の割合は全体の４０％となっている。 

 



 

② 介護予防                      

介護度 年間利用者数 
(延べ) 

月平均件数 
小数四捨五入 

要支援１ ０ ０ 

要支援２ ６４ ５ 

合  計 ６４ ５ 

 

③ 研修 

研修名 

(主催・項目) 

内容 ( )は受講人数 受講者数 

合計 

山梨県  

   

・予防ケアマネジメント(1)・雇用管理(1) 

・困難事例(1)・苦情解決(1)・認知症地域連

携(1) 

   

   

 

５名 

南アルプス市 ・地域包括支援センターによるアセスメント

研修(3)・在宅医療介護連携(3)・総合事業

(1)・多職種連携(2)・高齢精神障害者の地域

移行(1)・総合事業説明会(1)・共生社会包括

的相談支援(1)・自立支援に資するケアマネ

ジメント(2)・支え愛の地域づくり(2)・自立

支援に向けたサービス事業所の取り組み

(2)・主任介護支援専門員事例検討会(3)・そ

の人の想いを実現できるチーム作り(3)・事

業者全体会議「ＩＣＦとアセスメント」(2) 

  

 

  

 

  

 

  

 

  

 

２６名 

(県・峡中)介護支

援専門員協会 

  

地域連携(2)・介護保険制度(5)・質の向上

(1)・主任介護支援専門員フォローアップ

(2)・課題整理総括表(3)・ケアマネジメント

基礎研修(1)・地域支部連携大会(3)・障害福

祉サービス(2)・終活(2)・在宅医療講演会(5) 

 

 

 

  

 

 

 

２６名 

社協主催 権利擁護制度(1)・協働のための多職種連携

(5) 

 

  

 

６名 

課内研修 

自主研修 

居宅介護支援事業所運営基準(6)・高齢者に

多い疾患(6)・防災マニュアル確認(6)・介護

サービスの概要(7)・社協の倫理(5)・口腔ケ

ア(6)・介護支援専門員のマナー(6)・熱中症

(5)・集団指導の伝達(6)・モニタリング(5)・

帯状疱疹(5)・ファイリングと記録(4)・イン

フルエンザについて(5)・困難事例(5)・食中

毒(5)・寒さ対策(5)・苦情対応とリスクマネ

ジメント(5)・社会資源(5)・冬の乾燥と風邪

予防(5)・居宅支援課の防災・安全対策(4)・

花粉症(5)・冬の突然死について(5)・事例検

討会について(5) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 １２１名 



社協内全体研修 地域福祉活動計画(5)・防災ボランティア養

成講座(3)・南アルプス市社協の将来につい

て考える(3)・南アルプス市社協の現状を知

る(3)・ファンドレイジングについて(2) 

 

 

 

 

 

  １６名 

その他（医療機関

の主催 等） 

認知症地域連携(2) 

 

 

２名 

課内事例検討会 ７回 

 

 

３８名 

     

④ 実習受け入れ  
   県立大学(ソーシャルワーク)１日実習(８～９月)    ３名    (計３日間) 

      健康科学大学(ソーシャルワーク)１日実習(１月)       ２名      (計 1日間) 

   平成２９年度介護支援専門員実務研修 実習(１月～２月)３名３日間(計９日間) 

 

⑤ 研修の演習助手派遣 
   山梨県介護支援専門員実務研修・再更新研修(山梨県社会福祉協議会)  ２名 

   (２・３月 計２日間) 

 

 

２ 通所介護事業（デイサービス）  
  

デイサービスゆうかりは、介護予防運動指導員を配置し予防事業の一環として通所型サービス

Ａの受け入れも行って来た。「温泉に入れるデイサービス」として周知され、困難事例にも対応

してきたが軽度者が全体の７割近くを占めている状況は昨年度と変わっていない。しかし稼働率

は昨年度より上げる事が出来た。併せて障がい福祉サービスの生活介護の事業も実践し共生介護

を実践してきた。 

デイサービスセンターわかくさは、例年通り中重度者や困難事例を積極的に受けるため「職

員・看護師の人員体制」を充実させ中重度者ケア体制加算が取れる体制作りを引き続き行い、利

用者、家族に最大限寄り添いながら連携を図り、ニーズに対応すべく朝、夕の時間延長等にしっ

かりと対応してきた。その結果前年度より収益を上げることができた。 

平成２８年度から市町村が管轄する地域密着型サービスへ移行したデイサービスしゃきょん

の家下町は、地域との繋がりや交流を希望される比較的介護度の低い利用者を受け入れ、地域住

民も参加できる行事を実施してきた。また、施設利用を嫌がる男性利用者も、家庭的な雰囲気や

交流拠点との連携にて利用に繋がっている。          

デイサービスの方向性が問われる中であるが、３事業所それぞれが特徴を活かしながら利用者

獲得にも力を注ぎ、利用者一人ひとりに寄り添った介護を大切に、高齢者のみでなく誰もが住み

慣れた地域で安心して暮らせるよう幅広いサービスの展開を行ってきた。 

 

 

① 利用状況 

事業所名 定員 年間開設日数 １日平均利用者数 延べ利用者数 稼働率 

デイわかくさ ３０ ３１０ ２０．０ ６，２２０ ６６．９％ 

デイゆうかり ３０ ３１０ ２４．５  ７，６０９ ８１．８％ 

しゃきょんの家下町 １０ ３１０   ８．０  ２，４７９ ７８．０％ 

 



 

② 介護度別利用者 

事業所 
要支援１ 要支援２ 介護１ 介護２ 

延べ 

人数 

延べ 

回数 

延べ 

人数 

延べ 

回数 

延べ 

人数 

延べ 

回数 

延べ 

人数 

延べ 

回数 

デイわかくさ 0 0  13 107 106 1,237 109 1,351 

デイゆうかり 0 0 33 254 280 2,639 230 2,414 

しゃきょんの家下町 0  0 4  339 57 760 61 794 

合計 0 0 50 700 443 4,636 400 4,559 

事業所 
介護３ 介護４ 介護５ 

合計(延べ) 延べ 

人数 

延べ 

回数 

延べ 

人数 

延べ 

回数 

延べ 

人数 

延べ 

回数 

デイわかくさ 68 757 121 1,401 87 1,070 5,923 

デイゆうかり 146 1753 44 365 7 37 7,462 

しゃきょんの家下町 48  589 0 0 0 0 2,482 

合計 262 3,099 165 1,766 94 1,107 15,867 

わかくさデイ 

＊要支援１・２の内 総合事業 延べ人数 １２名 延べ回数 １００回   

＊基準該当障害福祉サービス  延べ人数 １２名 延べ回数 １９９回  

デイゆうかり 

＊要支援１・２の内 総合事業（通所型サービスＡ） 延べ人数 ３３名 延べ回数 １３５回   

＊基準該当障害福祉サービス            延べ人数１２名 延べ回数 １００回  

  

 

③ 年間の主な行事 
・お花見会   ・保育園児との交流 ・夏祭り  ・おやつづくり ・紅葉狩り 

・クリスマス会 ・節分会 ・誕生会  ・地域住民の交流   

・福祉運動会への参加 ・小学生との交流  

・1年間ご利用者さんへ写真アルバム（デイでの活動様子）プレゼント 

・映画鑑賞 子育てサークルとの交流会 

 

 

④ ボランティア協力状況 

事業所 定期的なﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ数 訪問ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ団体数 訪問ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ回数 

デイわかくさ   延べ ５１８人 ２４   １２４ 

デイゆうかり   延べ １１０人 ２５   １２０ 

しゃきょんの家下町   延べ ２７５人 ４団体他個人  ３２５ 

 

 

⑤ 研修会 

研修名 内   容 参加者数 

福祉サービス苦情解決事

業研修会 
クレーム対応研修 ２名 



感染症対策講座 レジオネラ感染症 ２名 

南アルプス市セミナー 

事業所部会研修 

通所部会（各事業所における業務について 

他）、ソーシャルワークセミナー・その人の思

いをつなぐ連携 

１３名 

社協職員研修 

福祉経営実務研修・メンタルヘルス研修・南ア

ルプス市社協の将来について考える・防災ボラ

ンティア養成講座 

２５名 

介護職員指導者研修 介護の現場で予想される病気・事故 1名 

管理者研修 経営戦略セミナー・雇用管理者研修 ２名 

虐待基礎研修 
・施設従事者向け 虐待防止・権利擁護基礎研

修 
１名 

高齢者権利擁護研修 
権利擁護セミナー（福祉従事者のための権利擁

護制度） 
４名 

施設内研修 

長谷川式簡易知能評価スケールについて、介護

記録の書き方、介護報酬改定について、認知症

マニュアルについて・福祉避難所設置について 

２３名 

介護職員テーマ別研修 
・病気・事故対応 

クレーム対応・介護記録の書き方応用編、他 
３名 

山梨県老人福祉施設協議

会 

・傾聴能力向上研修・私らしく好きを見つけて

レクシュアリング 
３名 

市主催 多職種合同意見交換

会  

在宅医療講習会・自立に向けたサービス事業所

の取り組み 
７名 

山梨県国保連介護保険事

務担当研修 
介護事故について ２名 

実習受け入れ 

   甲斐清和高 （施設実習）１名 インターンシップ （巨摩中）1名 

   優和福祉専門学校（介護福祉士養成）４名  

   社会福祉士実習生（県立大学）６４名  

 

 

 

 

３ 訪問介護事業（ホームヘルパー派遣） 

 
介護を必要とする高齢者や障害者が住み慣れた地域で、安心してその人らしい在宅生活が送れ

るよう、介護保険・障害者総合支援法・移動支援事業等によるホームヘルプサービスを実施して

いる。すべての事業において地域包括ケアシステムに向けた「自立支援」「地域で暮らすための

支援」「重度者への介護技術の向上」が必要とされ、事業所全体で介護技術の研鑽を積み、地域

で暮らしていくための関係者との連携を図り、利用者一人一人の個別課題に向き合って支援して

いくことに努めている。 

 

① 介護保険事業(訪問介護・総合事業訪問型サービス・訪問Ａ) 

サービス提供日数 延べ利用者数 

３６５日 １４６１人 



 

② 障害者総合支援事業(居宅介護・重度訪問介護・同行援護) 

サービス提供日数 延べ利用者数 

３６５日 ６８５人 

 

③ 地域生活支援事業(移動支援)委託事業 

 利用者数 ４０名 延べ派遣回数   １５７７回 

 

④ 制度外サービス 

 年間延べ利用者数(訪問回数)  ４６名(７３回) 

 

⑤ 養育支援訪問事業  委託事業 

 利用件数 １件 派遣回数    ９回 

 

⑥ 研修会  

研修名       内    容 ( )内は参加人数 参加者数 

事業所内部 

研修会 

・ヘルパーマニュアル(28)・緊急時(33)・食中毒（33）・

熱中症(33)・腎臓食(5)・記録(5)・食中毒(34)・イン

フルエンザとノロウイルス(33)・個人情報保護(5)・

虐待(35)・介護保険制度と支援内容（10） 

２５４名 

市訪問部会・

居宅部会 ・特別食 (21) ２１名 

介護福祉士会 ・関東ブロック大会(2) ２名 

専門研修 
・同行援護研修基礎編(1)応用編(1)・サービス提供責

任者研修(3)・難病疾患等ホームヘルパー養成研修

(1)・福祉有償運送運転者講習会(1) 

７名 

山梨県 
・介護サービス事業者集団指導(1)・障害福祉サービ

ス集団指導(1)・介護保険制度改正事業者説明会(1)・

障害福祉サービス制度改正事業者説明会(1) 

４名 

南アルプス市

包括・福祉 

・障害の理解(1)・在宅療養連携(1)・総合事業説明会

(2)・地域包括ケアシステムについて(1)・共生社会を

考える(1)・事業者研修「自立支援に向けた事業所の

取り組み」（1） 

７名 

社協内全体 

研修 

・南アルプス市社協の将来を考える(4)・南アルプス

市社協の現状(5)・防災ボランティア養成講座(3)・地

域福祉活動計画のための研修(5)・救急救命法(38) 

５５名 

社協主催研修 ・協働のための多職種連携(2) ２名 

その他 

・制度改正に向けた事業計画(1)・面談の活用術(1)・

ＯＪＴ(1)・高齢者見守りネットワーク「制度改正に

向けて」(1)・24 時間定期巡回型訪問介護(3 回・計

10) 

１４名 

                    
 



⑦ 講師派遣・協力 

・９月３日 あやめが丘自主防災会防災訓練「応急手当の訓練」（1名）          

            

⑧ 訪問介護実習等の受け入れ       ４校 ７名   (６日間) 
・優和福祉専門学校(介護福祉士)１年生 １日見学実習２名(６月)  (計１日間) 

・職場体験学習 白根巨摩中学校２年生 １日見学実習１名(７月)  (計１日間) 

・県立大学(ソーシャルワーク)     １日間実習２名(８月)    (計２日間) 

・帝京福祉専門学校(介護福祉士)２年生 ２日間実習２名(１１月)  (計２日間) 

    


